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第1章 美川の風光

第
一
章

美
川

の
風
光

国
定
公
園
面
河
漢
が
霊
峰
石
鎚
山
の
庭
で
あ
れ
ば
、
さ
し
あ
た
り

美
川
村
は
そ
の
門
口
に
あ
た
る
。
こ
の
緑
一
色
の
山
村
に
点
在
す
る

観
光
資
源
は
ま
た
上
浮
穴
郡
に
ま
た
が
る
四
国
カ
ル
ス
ト
と
の
関
連

も
深
い
。
と
く
に
面
河
漢
を
は
じ
め
柳
谷
村
の
五
段
高
原
、
小
田
町

の
小
田
深
山
渓
谷
、
さ
て
は
久
万
町
の
古
岩
屋
な
ど
の
開
発
い
か
ん

に
よ
っ
て
大
き
な
影
響
を
う
け
る
。
昭
和
三
〇
年
に
「
大
面
河
観
光

協
会
」
が
設
立
さ
れ
た
が
、
さ
ら
に
広
域
観
光
開
発
を
進
め
る
た
め

四
三
年
に
「
上
浮
穴
観
光
協
会
」
と
改
め
ら
れ
た
。

か
つ
て
文
化
の
流
入
を
阻
止
し
て
い
た
三
坂
峠
も
今
は
松
山
、
高

知
を
結
ぶ
国
道
三
三
号
線
の
開
通
で
旅
客
の
目
を
楽
し
ま
せ
る
一
風

景
と
化
し
た
。
松
山
か
ら
三
坂
を
越
え
、
久
万
町
の
中
心
街
を
す
ぎ

久
万
川
の
渓
流
に
沿
う
国
道
を
南
に
下
る
と
、
こ
れ
が
両
河
川
と
合

流
す
る
あ
た
り
、
美
川
大
橋
の
左
側
に
清
流
を
纏
ら
せ
た
白
く
輝
く

岩
肌
が
そ
ゝ
り
立
ち
、
常
緑
の
松
を
い
た
ゞ
く
美
観
が
人
目
を
楽
し

ま
せ
る
。
こ
れ
が
美
川
村
の
中
央
で
、
観
光
の
拠
点
「
御
三
戸
の
嶽
」

で
あ
り
、
役
場
の
所
在
地
で
も
あ
る
。

美
川
村
は
四
国
山
脈
中
の
山
村
で
あ
る
た
め
、
低
緯
度
に
か
ゝ
わ

ら
ず
冬
の
寒
さ
が
厳
し
い
。
し
た
が
っ
て
降
雪
も
多
く
、
し
ば
し
ば

交
通
も
杜
絶
す
る
。
こ
の
降
雪
を
活
用
し
て
山
腹
の
ス
ロ
ー
プ
に
ス

キ
ー
場
を
開
発
し
、
現
在
こ
れ
が
冬
期
の
観
光
資
源
と
し
て
重
要
な

役
割
を
演
じ
て
い
る
。

ま
た
夏
期
の
冷
涼
さ
は
都
市
に
住
む
人
々
へ
の
魅
力
と
な
っ
て
い

る
。
両
河
川
の
清
流
を
眺
め
、
そ
の
支
流
直
瀬
川
を
測
れ
ば
弘
法
大

師
ゆ
か
り
の
四
国
霊
場
四
五
番
の
岩
屋
寺
が
あ
る
。
さ
ら
に
四
国
カ

ル
ス
ト
大
川
嶺
連
山
、
高
知
県
境
に
近
い
猿
楽
一
帯
は
四
国
山
脈
の

山
な
み
が
地
形
模
型
を
見
る
よ
う
に
美
し
く
、
年
々
涼
を
求
め
て
訪

れ
る
人
の
数
を
増
し
て
い
る
。
い
ま
そ
の
村
内
の
風
光
の
中
か
ら
代

表
的
な
い
く
つ
か
を
採
り
上
げ
て
み
よ
う
。
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第
二
章

名

勝
・
旧

跡

せ
て
い
る
。
太
陽
光
線
と
水
の
色
が
呼
応
し
て
岩
肌
の
色
が
一
日
に

七
変
化
す
る
と
い
わ
れ
、
「
七
面
鳥
岩
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
夏

は
涼
を
求
め
て
訪
れ
る
若
人
が
水
面
に
ボ
ー
ト
を
浮
べ
、
秋
の
粗
菓

の
絢
爛
さ
は
す
べ
て
の
人
を
陶
然
と
さ
せ
る
。
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第
一
節

名

一
、

御
三
戸
嶽

耳
せ
は
し
河
鹿
う
ぐ
ひ
す
時
鳥

巌
谷
小
波

岩
が
大
き
い
岩
が
い
ち
め
ん
蔦
紅
葉

山
頭
火

美
川
村
の
ほ
ゞ
中
央
、
三
坂
峠
を
源
と
す
る
久
万
川
と
石
鎚
山
か

ら
流
れ
く
だ
る
両
河
川
の
合
流
点
に
そ
そ
り
立
つ
「
御
三
戸
嶽
」
は

村
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
村
民
は
も
ち
ろ
ん
観
光
客
を
楽
し
ま
せ
て

く
れ
る
。

明
治
三
六
年
の
こ
ろ
、
石
丸
富
太
郎
ら
の
努
力
に
よ
っ
て
面
河
漢

が
広
く
天
下
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
こ
こ
は
そ
の
玄
関

口
と
し
て
存
在
価
値
を
い
ち
だ
ん
と
高
め
た
。
高
さ
三
七
㍍
余
の
石

灰
岩
は
長
い
地
質
年
代
の
風
雪
に
さ
ら
さ
れ
て
奇
岩
絶
壁
と
な
り
、

そ
の
特
有
の
肌
色
と
浸
食
の
面
白
さ
に
加
え
て
岩
壁
に
ま
と
い
つ
く

蔦
、
生
い
茂
る
老
松
吉
相
そ
の
他
の
落
葉
樹
が
よ
く
調
和
の
美
を
見

こ
こ
は
も
と
も
と
民

有
地
で
あ
っ
た
が
、
こ

の
絶
景
を
損
な
わ
ぬ
よ

う
に
と
の
先
人
の
配
慮

か
ら
、
明
治
三
七
年
一

月
二
二
日
に
久
万
凶
荒

予
備
組
合
が
買
い
求
め

て
現
在
に
至
っ
て
い

る
。
自
然
保
護
、
環
境

保
全
に
先
鞭
を
つ
け
た

も
の
と
い
え
よ
う
。

御 三 戸 嶽

四
季
お
り
お
り
に
訪

れ
る
文
人
墨
客
も
多
い
。
昭
和
四
六
年
名
勝
地
と
し
て
愛
媛
県
の
指

定
を
受
け
て
い
る
。



第2章 名 勝・旧 跡

二
、
両

河

川

日
野
浦
の
「
八
幡
嶽
」
と
、
横
山
部
落
の
下
方
一
㌔
の
面
河
川
沿

い
一
帯
の
名
勝
を
指
し
て
呼
ば
れ
る
「
御
嶽
」
は
共
に
す
ぼ
ら
し
い

景
観
で
あ
る
。
特
に
「
御
嶽
」
は
「
面
河
漢
の
前
景
」
と
も
い
わ
れ

て
い
る
が
、
こ
の
付
近
は
山
が
川
に
迫
っ
て
絶
壁
を
作
り
、
そ
の
岩

壁
は
四
季
お
り
お
り
に
変
化
し
各
種
の
木
々
が
人
々
の
目
を
楽
し
ま

せ
る
。
春
は
藤
、
初
夏
は
川
つ
ゝ
じ
が
ら
ん
ま
ん
と
咲
き
ほ
こ
り
、

若
葉
の
緑
も
美
し
い
。
晩
秋
の
紅
葉
は
岩
や
木
に
映
え
て
一
段
と
美

し
い
。
冬
期
に
枝
を
伸
し
た
木
々
や
岩
石
に
降
り
そ
ゝ
ぐ
積
雪
は
小

谷
に
か
ゝ
る
霧
氷
と
と
も
に
、
一
幅
の
墨
絵
を
見
る
よ
う
な
自
然
の

芸
術
で
あ
る
。
岩
を
か
む
激
流
と
深
い
淵
が
連
な
り
、
ア
メ

(
ヤ
マ

メ
)
・
イ
ダ

(
イ
ヮ
ナ
)
・
ウ
ナ
ギ
・
ア
ユ
な
ど
も
多
く
、
夏
は
釣
り

天
狗
に
と
っ
て
よ
い
漁
場
で
も
あ
り
、
村
人
に
も
愛
さ
れ
て
い
る
所

で
あ
る
。

三
、
穴
神
鍾
乳
洞

村
内
に
石
灰
岩
の
洞
窟
は
大
小
い
く
つ
か
あ
る
が
、
ま
ず
代
表
さ

れ
る
の
は
筒
城
の
山
の
中
腹
に
あ
る
穴
神
鍾
乳
洞
で
あ
ろ
う
。

横
穴
の
総
延
長
三
〇
五
㍍

で
、
入
口
は
騙
く
ま
っ
て
よ
う

や
く
は
い
る
く
ら
い
だ
が
、
中

に
は
数
畳
敷
け
る
広
い
所
が
あ

り
、
二
層
三
層
と
な
り
、
至
る

所
に
鍾
乳
石
と
石
筍
が
あ
り
千

姿
万
容
の
形
態
を
な
し
て
い

る
。
洞
内
に
は
満
潮
な
水
が
音

立
て
て
流
れ
、
ス
ケ
ー
ル
は
決

し
て
大
き
い
と
は
言
え
な
い
が
余
り
知
ら
れ
て
な
い
だ
け
に
、
自
然

の
美
観
を
保
っ
て
い
る
。
こ
の
ま
ゝ
の
姿
で
、
毀
損
さ
れ
な
い
よ
う

に
観
光
者
に
気
を
つ
け
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
あ
る
。
洞
穴
か
ら
流

れ
出
す
水
は
、
農
業
用
水
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
大
字
上
黒
岩
国
道
三
三
号
線
の
対
岸
に
あ
る
上
黒
岩
洞
窟
、

日
野
満
に
は
「
藤
社
の
た
て
穴
」
と
呼
ぶ
も
の
が
あ
る
が
、
共
に
未

開
発
で
あ
る
。

四
、
美
川
ス
キ
ー
場
(
大
川
嶺
)

昭
和
三
五
年
頃
か
ら
愛
媛
大
学
助
教
授
山
内
浩
を
長
と
す
る
同
大
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学
探
検
部
の
調
査
に
よ
り
、
東
西
二
五
㌔
に
お
よ
ぶ
四
国
カ
ル
ス
ト

が
全
国
に
紹
介
さ
れ
、
三
九
年
三
月
県
立
自
然
公
園
四
国
カ
ル
ス
ト

が
誕
生
し
た
。

こ
の
四
国
カ
ル
ス
ト
の
中
で
特
異
な
存
在
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る

の
が
美
川
ス
キ
ー
場
で
昭
和
三
五
年
に
愛
媛
山
岳
会
・
国
鉄
バ
ス
・

愛
媛
新
聞
社
・
県
ス
キ
ー
連
盟
(
当
時
、
県
ス
キ
ー
会
)
・
大
谷
部
落

の
協
力
に
よ
り
開
発
さ
れ
た
。
南
国
ス
キ
ー
場
と
し
て
は
降
雪
状
態

も
比
較
的
恵
ま
れ
て
お
り
、
交
通
の
便
も
よ
い
関
係
で
関
西
有
数
の

ス
キ
ー
場
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
ス
キ
ー
場
は
美
川
嶺
・
美
川
平
・
中

央
ゲ
レ
ン
デ
と
三
ヶ
所
に
区
別
さ
れ
、
面
積
約
一
〇
〇
㌶
、
中
心
は

社
職
員
保
養
所
が
建
て
ら
れ
、

観
光
地
と
し
て
の
基
盤
が
し
だ

い
に
整
備
さ
れ
た
。
昭
和
四
〇

年
に
ス
キ
ー
ヤ
ー
待
望
の
ス

キ
ー
リ
フ
ト

(
六
二
二
㍍
、
建

設
費
一
、
六
〇
〇
万
円
)
が
完

成
し
ス
キ
ー
場
管
理
事
務
所
も

新
設
さ
れ
た
。
宿
泊
、
食
堂
も

民
間
経
営
に
よ
る
大
谷
荘
、
大

370

美
川
平
と
中
央
ゲ
レ
ン
デ
で
あ

る
。
三
六
年
に
は
ス
キ
ー
場
の

拠
点
と
し
て
国
鉄
山
の
家
が
建

設
さ
れ
、
続
い
て
美
川
荘
(
建

設
費
二
〇
〇
万
円
)
、
公
衆
便

所
貸
ス
キ
ー
事
務
所
(
建
設
費

一
二
〇
万
円
)
、
診
療
所
(
現
ス

キ
ー
合
宿
所
)
・
松
山
商
大
・
愛

媛
大
学
の
山
小
屋
、
関
印
刷
会

美川スキー場

川
嶺
荘
、
美
川
観
光
会
館
が
完
成
し
、
ま
た
マ
イ
カ
ー
の
た
め
の
駐

車
場
(
現
第
一
駐
車
場
)
も
完
備
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
ス
キ
ー
場
ま
で

道
路
が
延
長
さ
れ
た
の
を
機
に
、
四
三
年
第
二
駐
車
場
(
建
設
費
一

六
〇
万
円
・
普
通
車
三
〇
〇
台
収
容
)
を
建
設
し
、
受
け
入
れ
体
制

を
整
え
た
が
な
お
不
足
し
、
つ
い
に
四
六
年
第
三
駐
車
場
(
工
費
二

三
〇
万
円
・
普
通
車
三
〇
〇
台
収
容
)
を
建
設
し
た
。
し
か
し
、
年

ご
と
に
増
加
す
る
ス
キ
ー
ヤ
ー
の
車
は
駐
車
場
よ
り
あ
ふ
れ
る
こ
と

も
あ
る
。
ま
た
、
駐
車
場
よ
り
ゲ
レ
ン
デ
に
通
じ
る
遊
歩
道
(
三
五

〇
㍍
・
歩
道
整
備
二
四
〇
万
円
)
も
整
備
さ
れ
、
ナ
イ
タ
ー
施
設
・

水
道
施
設
等
も
完
備
さ
れ
冬
期
の
観
光
地
と
し
て
発
展
し
て
い
る
。



第2章 名 勝・旧 跡

今
後
さ
ら
に
美
川
嶺
・
美
川
平
の
本
格
的
な
開
発
が
期
待
さ
れ
る
。

美
川
嶺
を
中
心
と
し
た
ス
キ
ー
場
は
、
夏
期
は
絶
好
の
キ
ャ
ン
プ

場
に
衣
替
え
す
る
。
谷
の
せ
ゝ
ち
ぎ
と
小
鳥
の
さ
え
ず
り
に
目
を
さ

ま
し
、
雲
海
を
見
お
ろ
し
な
が
ら
の
日
の
出
を
拝
み
、
ま
た
夕
や
み

せ
ま
る
頃
の
石
鎚
山
の
勇
姿
を
望
む
と
、
ま
さ
に
別
天
地
に
遊
ぶ
感

が
深
い
。
年
々
多
く
の
キ
ャ
ン
パ
ー
が
訪
れ
て
い
る
。

美
川
嶺
・
大
川
嶺
・
笠
取
山
に
か
け
て
の
草
原
一
帯
は
国
営
牧
場

と
し
て
昭
和
四
七
年
か
ら
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
完
成
後
は

す
れ
ば
、
春
は
新
緑
・
つ
つ
じ
の
花
道
、
夏
は
納
涼
、
秋
の
紅
葉
、

冬
の
ス
キ
ー
と
四
季
を
通
じ
て
の
広
域
観
光
地
の
拠
点
と
な
る
で
あ

ろ
う
。

第
二
節

旧

キ ャ ン プ風景

観
光
と
畜
産
を
併
せ
て
の
観

光
地
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

美
川
嶺
一
帯
に
あ
る
高
山

植
物
は
、
学
者
に
よ
る
と
高

山
植
物
の
宝
庫
で
あ
る
と
い

う
。
嶺
一
帯
に
群
生
し
て
い

る
「
つ
つ
じ
」
は
今
後
大
き

な
観
光
資
源
と
な
る
で
あ
ろ

う
。
ま
た
四
八
年
よ
り
林
業

構
造
改
善
事
業
の
一
環
と
し

て
の
森
林
利
用
事
業
が
完
成

一
、
岩

屋

寺

岩
屋
寺
は
美
川
村
大
字
七
鳥
に
あ
り
、
久
万
町
の
古
岩
屋
に
隣
接

し
て
い
る
。
礫
岩
数
峰
が
聾
え
立
ち
、
そ
の
絶
壁
の
い
た
る
処
に
洞

窟
が
あ
る
。
礫
岩
峰
の
頂
上
に

は
老
松
が
茂
り
、
イ
ヮ
ヒ
バ
・

セ
キ
コ
ク
・
ツ
タ
等
の
植
物
が

群
生
し
て
い
る
。
参
道
を
は
さ

む
老
杉
の
中
に
た
ち
こ
め
る
朝

霧
は
さ
な
が
ら
大
海
を
望
む
ご

と
く
で
あ
る
。
当
寺
は
弘
仁
六

年
(
八
一
五
)
、
弘
法
大
師
の
開

基
と
伝
え
ら
れ
、
四
国
霊
場
四
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五
番
の
札
所
と
し
て
四
国
巡
拝
の
遍
路
お
よ
び
信
心
深
い
善
男
善
女

の
参
詣
者
が
後
を
絶
た
な
い
。
高
さ
数
十
㍍
に
お
よ
ぶ
奇
岩
が
青
空

に
吃
立
す
る
た
ゝ
ず
ま
い
は
、
自
然
の
つ
く
り
だ
す
芸
術
の
偉
大
さ

を
感
じ
さ
せ
る
。
原
生
林
と
礫
岩
峰
の
調
和
の
と
れ
た
景
勝
は
見
事

で
あ
り
、
昭
和
一
九
年
に
文
部
省
か
ら
名
勝
地
に
指
定
さ
れ
、
ま
た

三
九
年
に
県
立
自
然
公
園
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
遍
照
閥
が
昭
和
三

八
年
に
建
設
さ
れ
て
夏
期
は
研
修
な
ど
多
く
の
人
に
利
用
さ
れ
て
い

る
。
山
門
か
ら
本
堂
ま
で
の
遊
歩
道
(
整
備
費
二
四
六
万
円
)

は
昭

和
四
七
年
に
整
備
さ
れ
た
が
、
県
道
か
ら
山
門
ま
で
の
歩
道
も
四
九

年
に
整
備
さ
れ
る
計
画
で
あ
る
。
現
在
久
万
町
が
古
岩
屋
を
中
心
と

し
た
開
発
を
す
す
め
て
い
る
が
、
こ
れ
か
ら
の
施
設
が
完
成
す
れ
ば

岩
屋
寺
の
景
観
は
、
さ
ら
に
観
光
資
源
と
し
て
の
価
値
を
高
め
る
で

あ
ろ
う
。

二
、
上
黒
岩
遺
跡

昭
和
三
六
年
に
美
川
村
大
字
上
黒
岩
ヤ
ナ
セ
で
発
見
さ
れ
た
岩
陰

遺
跡
は
一
万
二
、
〇
〇
〇
年
も
前
の
縄
文
早
期
の
人
類
遺
跡
と
し
て

一
躍
有
名
に
な
っ
た
。

同
地
は
国
道
三
三
号
線
沿
い
の
久
万
川
の
対
岸
、
高
さ
三
〇
㍍
の

石
灰
岩
が
露
出
し
た
岩
陰
に
あ
る
。
発
掘
調
査
の
結
果
、
国
指
定
の

史
跡
と
な
り
、
さ
ら
に
四
八
年
に
愛
媛
県
の
「
文
化
の
里
」
に
指
定

さ
れ
た
。
出
土
品
の
数
々
は
こ
れ
を
収
蔵
展
示
す
る
考
古
館
が
四
九

年
七
月
に
建
造
さ
れ
て
、
一
般
に
公
開
さ
れ
て
い
る
。
(
く
わ
し
く
は

第
七
篇
教
育
・
文
化
の
項
を
見
ら
れ
た
い
)

三
、
赤
蔵
力
池
と
矢
竹

ス
キ
ー
場
を
中
心
と
す
る
大
川
嶺
連
山
と
両
河
川
を
距
て
て
対
時

す
る
の
は
東
の
高
知
県
境
に
連
な
る
猿
楽
一
帯
で
あ
る
。
こ
の
中
に

伝
説
に
つ
ゝ
ま
れ
た
赤
蔵
力
池
が
あ
る
。
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こ
の
池
は
美
川
村
の
沢
渡
・

二
箆
・
筒
城
の
山
頂
に
あ
っ
て

湧
水
に
よ
る
自
然
の
泡
で
、
水

は
農
業
用
水
に
使
わ
れ
、
四
国

で
も
珍
ら
し
い
ジ
ュ
ン
サ
イ
が

生
育
し
て
い
る
。
池
の
周
囲
は

雑
木
林
で
四
季
お
り
お
り
の
変

化
が
あ
る
が
、
池
は
つ
ね
に
蒼

然
と
不
気
味
に
し
ず
ま
り
か

赤蔵ケ池
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え
っ
て
い
る
。
古
書
に
も
「
鴨
住
ケ
池
」
、
「
阿
蔵
ケ
池
」
ま
た
は
「
遊

ケ
池
」
と
い
ろ
い
ろ
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
源
三
位
頼
政
が
退
治
し

た
怪
獣
(
ぬ
え
)

は
こ
の
池
に
棲
み
、
雲
に
乗
っ
て
京
の
空
へ
往
来

し
て
い
た
と
伝
え
る
。
周
囲
五
七
五
㍍
、
面
積
一
万
〇
四
七
〇
平
方

㍍
と
い
う
。

こ
の
池
か
ら
南
東
に
三
㌔
下
っ
た
県
道
の
傍
ら
に
竹
の
群
生
が
見

ら
れ
る
。
「
矢
竹
」
と
呼
ば
れ
頼
政
が
ぬ
え
退
治
に
使
用
し
た
矢
の

竹
が
こ
れ
で
あ
っ
た
と
伝
え
、
村
は
文
化
財
に
指
定
し
て
保
護
育
成

5
、
節
と
節
の
間
隔
が
長
く
、
節
が
小
さ
い
の
で
矢
に
適
し
て
い
る
。

(
植
物
学
者
八
木
繁
一
に
よ
る
)

池
の
近
く
に
四
二
年
か
ら
テ
レ
ビ
の
中
継
塔
が
建
設
さ
れ
、
四
七

年
に
は
村
の
観
光
開
発
計
画
に
基
づ
き
用
地
の
確
保
も
出
来
て
お

り
、
現
在
、
富
士
企
画
株
式
会
社
が
大
規
模
な
観
光
開
発
と
ゴ
ル
フ

場
を
計
画
し
、
事
業
の
促
進
を
は
か
っ
て
い
る
。

四
、
山

城

址

に
っ
と
め
て
い
る
。

矢
竹
の
特
色

1
、
笹
の
一
種
で
、
竹
の
種
類
で

は
な
い
。

2
、
皮
が
竹
の
よ
う
に
落
ち
な
い

て
い
つ
ま
で
も
つ
い
て
い
る
。

3
、
一
節
か
ら
枝
が
左
右
に
出

る
、
ど
の
枝
も
同
じ
方
向
に
出

る
の
で
扇
形
を
し
て
い
る
。

4
、
葉
が
し
の
べ
竹
等
よ
り
広
く

て
つ
や
が
よ
い
。

矢竹の群生(二箆)

大
川
に
石
本
城

址
、
有
枝
に
高
森
城

址
、
日
野
浦
に
関
屋

城
址
、
西
古
味
に
鷹

森
城
址
と
呼
ば
れ
る

も
の
が
あ
る
。
こ
れ

ら
は
い
ず
れ
も
戦
国

鷹森城址(山頂)

時
代
に
土
佐
の
長
宗
我
部
元
親
の
侵
入
を
防
ぐ
た
め
の
番
城
で
あ
っ

た
。
そ
の
中
心
は
久
万
の
天
険
城
主
大
野
氏
で
、
道
後
湯
築
城
主
河

野
氏
の
南
の
守
り
で
あ
っ
た
。
石
本
城
は
梅
木
馬
之
介
、
高
森
城
は

佐
伯
重
兵
衛
、
関
屋
城
は
菅
新
左
衛
門
、
鷹
森
城
は
越
智
帯
刀
の
守
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る
所
で
あ
っ
た
と
い
う
。

(
く
わ
し
く
は
「
久
万
山
の
歴
史
」
を
見
ら
れ
た
い
)

生
か
し
た
施
設
を
充
実
し
、
共
存
共
栄
の
実
を
あ
げ
て
ゆ
く
こ
と
が

重
要
な
課
題
で
あ
る
。
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第
三
節

観
光
の
将
来

青
い
国
・
四
国
は
一
つ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
小
じ
ん
ま

り
と
し
た
観
光
地
が
多
い
。
観
光
資
源
に
は
恵
ま
れ
て
い
る
が
未
開

発
地
も
多
い
。
こ
れ
は
四
国
の
交
通
機
関
に
そ
の
因
が
あ
る
の
で
あ

ろ
う
。
現
在
は
道
路
が
完
備
し
、
海
は
フ
ェ
リ
ー
ボ
ー
ト
等
の
発
達

に
よ
り
、
本
州
・
九
州
か
ら
の
観
光
客
は
非
常
に
多
く
美
川
大
橋
を

通
過
し
て
い
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
で
着
工
が
延
期
さ
れ
て
い
る
瀬

戸
内
海
大
橋
の
架
橋
・
九
四
海
底
ト
ン
ネ
ル
開
通
な
ど
、
表
石
鎚
ス

カ
イ
ラ
イ
ン
が
完
成
す
れ
ば
そ
の
数
は
現
在
の
数
十
倍
と
な
る
で
あ

ろ
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
美
川
村
は
そ
の
日
の
た
め
に
、
積
極
的

に
特
色
あ
る
観
光
開
発
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
広
域
観
光
開
発
の

研
究
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
ら
観
光
客
の
足
を
い
か
に
し
て
美

川
村
に
と
ゞ
め
る
か
が
今
後
の
大
き
な
問
題
で
あ
り
、
美
川
村
発
展

の
重
要
な
要
素
で
も
あ
る
。
そ
の
た
め
に
広
域
観
光
を
進
め
、
他
の

観
光
地
と
の
有
機
的
な
つ
な
が
り
を
強
く
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
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